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研究要旨 

研究目的：NDB（ナショナルデータベース）による感染症ならびにワクチン副反応の疾病負荷の

推計の可能性と課題を明らかにすることを目的として、NDB サンプリングデータを用いて感染症

の疾病負荷を試みた。 

研究方法：2011 年〜2015 年の 1 月・4 月・7 月・10 月の NDB サンプリングデータ（医科入院外、

医科入院、DPC）を用いて、複数の検索条件を用いて RS ウイルス感染症、ノロウイルス感染症、

髄膜炎、ロタウイルス感染症、腸重積症の患者数の推計を行った。 

研究結果：検索条件により患者数の推計値は大きく異なった。特に、ロタウイルス感染症やノロウ

イルス感染症では、感染性腸炎や感冒性腸炎などの非特異的な病名が付与されることも考えら

れ、これらを含めないと過小評価となるがこれらを含めると過大評価となることが確認された。 

考察及び結語：非特異的な病名の扱いに留意し、適切な病名定義を用いることによりNDBによる

感染症ならびにワクチン副反応の疾病負荷の推計は一定程度可能と考えられた。 
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Ａ．研究目的 

 予防接種基本計画（平成２６年３月厚生労働省

告示１２１号）では、MRワクチンを含む混合ワクチ

ン、改良インフルエンザワクチン、ノロウイルスワク

チン、RSウイルスワクチン、帯状疱疹ワクチンの６

つのワクチンの開発優先度が高いとしている。新

しいワクチンが市場に導入される場合、疾病負荷

の減少によるワクチン効果の評価、予想されない

副反応の探知と因果関係の検討による安全性の

評価は極めて重要となる。ワクチンの効果を評価

するためには、ベースラインとなる導入前の疾病

負荷の評価が必要であるが、インフルエンザを除

き、対象となる感染症の疾病負荷は十分に示され

ていない。疾病負荷は、継続的に評価することが

必要となる。 

 本研究では、昨年度に引き続きNDB（ナショナ

ルデータベース）による感染症ならびにワクチン

副反応の疾病負荷の推計の可能性と課題を明ら

かにすることを目的として、NDBサンプリングデー

タを用いて感染症の疾病負荷を試みた。 

 

Ｂ．研究方法 

2011 年〜2015 年の 1 月・4 月・7 月・10 月の

NDB サンプリングデータ（医科入院外（1/100 抽

出）、医科入院(1/10 抽出)、DPC(1/10 抽出)）を

用い、複数の検索条件を用いて RS ウイルス感染

症、ノロウイルス感染症、ロタウイルス感染症、無

菌性髄膜炎の外来患者数および入院患者数の

推計を行った。また、腸重積症は多くの場合入院

を要することから、入院患者数の推計を行った。 

 RS ウイルスについては、⑴ＲＳウイルス感染症、

⑵ＲＳウイルス脳症、⑶ＲＳウイルス肺炎、⑷ＲＳウ

イルス気管支炎、⑸ＲＳウイルス細気管支炎、⑹

急性細気管支炎 の各病名を用い、ア：(1)のみ、

イ：(3)のみ、ウ：(4)のみ、エ：(5)のみ、オ：(1)〜(5)

のいずれか、カ：(1)〜(6)のいずれか、の検索条件

にて集計した。 

 ノロウイルスについては、(1)ノロウイルス性胃腸

炎、(2)ノロウイルス性胃腸炎に伴う痙攣、(3)ノロウ

イルス性腸炎、(4)ノロウイルス脳症、(5)流行性嘔

吐症、(6)カタル性胃腸炎、(7)感染性胃腸炎、(8)

感染性下痢症、(9)感染性大腸炎、(10)感染性腸

炎、(11)感冒性胃腸炎、(12)感冒性大腸炎、(13)

感冒性腸炎、(14)腸カタル、(15)Ｓ状結腸炎、(16)

胃腸炎、(17)炎症性腸疾患、(18)下痢症、(19)回

腸炎、(20)急性胃腸炎、(21)急性大腸炎、(22)急

性腸炎、(23)出血性大腸炎、(24)出血性腸炎、

(25)大腸炎、(26)腸炎、(27)難治性乳児下痢症、

(28)乳児下痢、の各病名を用い、ア：(1)のみ、イ：

(3)のみ、ウ：(5)のみ、エ：(1)〜(5)のいずれか、オ：

(1)〜(28)のいずれか、の検索条件で集計した。 

 ロタウイルスについては、(1)ロタウイルス感染症、

(2)ロタウイルス性胃腸炎、(3)ロタウイルス性胃腸

炎に伴う痙攣、(4)ロタウイルス性腸炎、(5)ロタウイ

ルス脳症、(6)乳児冬期下痢症、(7) 白色便性下

痢症、(8)カタル性胃腸炎、(9)感染性胃腸炎、(10)

感染性下痢症、(11)感染性大腸炎、(12)感染性腸

炎、(13)感冒性胃腸炎、(14)感冒性大腸炎、(15)

感冒性腸炎、(16)腸カタル、(17)Ｓ状結腸炎、(18)

胃腸炎、(19)炎症性腸疾患、(20)下痢症、(21)回

腸炎、(22)急性胃腸炎、(23)急性大腸炎、(24)急

性腸炎、(25)出血性大腸炎、(26)出血性腸炎、

(27)大腸炎、(28)腸炎、(29)難治性乳児下痢症、

(30)乳児下痢、の各病名を用い、ア：(1)のみ、イ：

(2)のみ、ウ：(4)のみ、エ：(6)のみ、オ：(7)のみ、カ：

(1)〜(7)のいずれか、キ：(1)〜(30)のいずれか、の

検索条件で集計した。 
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 無菌性髄膜炎については、(1)ムンプス髄膜炎、

(2)無菌性髄膜炎、(3)髄膜炎、(4)原因菌不明髄

膜炎、の各病名を用い、ア：(1)のみ、イ：(1),(2)の

いずれか、ウ：(1)〜(3)のいずれか、エ：(1)〜(4)の

いずれか、の検索条件で集計した。 

 腸重積症については、(1)回腸重積症、(2)回盲

部腸重積症、(3)小腸重積症、(4)大腸重積症、(5)

腸重積症、(6)直腸重積症、(7)腸重積症再発の各

病名を用い、ア：(1)のみ、イ：(2)のみ、ウ：(3)のみ、

エ：(4)のみ、オ：(5)のみ、カ：(6)のみ、キ：(1)〜(6)

のいずれか、ク：(1)〜(7)のいずれか、の検索条件

で集計した。これに加え、手術・処置として①

「E003-6-イ：造影剤注入手技_６ 腔内注入及び

穿刺注入_イ 注腸」、②「J022：高位浣腸、高圧浣

腸、洗腸」、③「K715：腸重積症整復術_１ 非観

血的なもの」、④「K715：腸重積症整復術_２ 観血

的なもの」、⑤「K715-2：腹腔鏡下腸重積症整復

術」も用い、ケ：手術・処置③〜⑤のいずれか、コ：

上記病名(1)〜(7)（K56.1）かつ 手術・処置③〜

⑤のいずれか、サ：上記病名(1)〜(7)（K56.1）か

つ 手術・処置①〜⑤のいずれか、について集計

した。 

 今回用いた病名の病名管理番号、ICD コード、

病名交換用コードを表１〜５に示した。 

 

（倫理面への配慮） 

 NDB サンプリングデータは専用の解析室にお

いて解析を実施した。また、国際医療福祉大学倫

理審査委員会の承認を得た（18-Im-013）。 

 

Ｃ．研究結果 

 医科外来データ(1/100 抽出)を用いて推計した

各月の外来患者数を図１〜６に示した。 

 また、医科入院データおよび DPC データ(いず

れも 1/10 抽出)を用いて推計した各月の入院患

者数を図７〜１３に示した。 

 

Ｄ．考察 

 病名定義によって患者数の推計結果が大きく異

なることが明らかとなった。特に、ロタウイルス感染

症やノロウイルス感染症では、感染性腸炎や感冒

性腸炎などの非特異的な病名が付与されることも

考えられ、これらを含めないと過小評価となるがこ

れらを含めると過大評価となることに留意する必

要がある。 

 

 Ｅ．結論 

 非特異的な病名の扱いに留意し、適切な病名

定義を用いることにより、NDB による感染症ならび

にワクチン副反応の疾病負荷の推計は一定程度

可能と考えられた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 特になし。 
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表１ RS ウイルス感染症に関連する病名 

 
 
 
表２ ノロウイルス性胃腸炎の関連する病名 
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表３ ロタウイルス性胃腸炎の関連する病名 

 
 
 
表４ 無菌性髄膜炎の関連する病名 
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表５ 腸重積症に関連する病名 
 

 
 
 
 
 

 
 図１ RS ウイルス感染症の外来患者数 
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 図２ ノロウイルス胃腸炎の外来患者数 
  

 
 図３ ノロウイルス性胃腸炎の外来患者数（拡大） 
 



 19 

 
 図４ ロタウイルス性胃腸炎の外来患者数 
 

 
 図５  ロタウイルス性胃腸炎の外来患者数（拡大） 
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 図６ 無菌性髄膜炎の外来患者数 
 

 
 図７ RS ウイルス感染症の入院患者数 
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 図８ ノロウイルス性胃腸炎の入院患者数 
 

 
 図９ ノロウイルス性胃腸炎の入院患者数（拡大） 
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 図１０ ロタウイルス性胃腸炎の入院患者数 
 

 
 図１１ ロタウイルス性胃腸炎の入院患者数（拡大） 
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 図１２ 無菌性髄膜炎の入院患者数 
 

 
 図１３ 腸重積症の入院患者数 

  




